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市
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

選
挙
管
理
委
員
会
・
☎
⑳
２
２
３
６

日
時　

２
月
24
日
㈰
／
午
後
１
時
30
分

会
場　

市
民
会
館
別
館
ホ
ー
ル

※
出
席
者
は
立
候
補
予
定
者
１
人
に

つ
き
２
人
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
票
日
は
４
月
21
日
㈰
で
す
。

冬
の
節
電
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

環
境
政
策
課
・
☎
⑳
２
１
５
１

申
請
条
件　

12
月
か
ら
２
月
分
の
電

気
使
用
量
の
合
計
が
、
前
年
と
比
較

し
て
50
ｋ
Ｗ
ｈ
以
上
ま
た
は
10
％
以

上
節
電
で
き
た
家
庭

特
典　

市
内
映
画
館『
ユ
ナ
イ
テ
ッ

ド
・
シ
ネ
マ
』
で
使
え
る
シ
ネ
マ
ギ

フ
ト
カ
ー
ド
３
千
円
分
と
交
換
で
き

る
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
を
進
呈

申
請
期
限　

３
月
29
日
㈮

申
請
方
法　

申
請
書
に
対
象
期
間
の

『
電
気
ご
使
用
量
の
お
知
ら
せ（
検
針

票
）』の
原
本
ま
た
は
写
し
を
添
付
し
、

押
印
の
う
え
同
課（
本
庁
舎
２
階
）

へ
持
参
ま
た
は
郵
送（
〒
３
２
６
―

８
６
０
１
足
利
市
役
所
環
境
政
策
課

あ
て
）

※
各
公
民
館
で
も
取
り
次
ぎ
ま
す
。

環
境
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の

交
換
は
お
早
め
に

環
境
政
策
課
・
☎
⑳
２
１
５
１

　

環
境
保
全
活
動
な
ど
に
参
加
し
た

方
に
、
環
境
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
を
交
付

し
て
い
ま
し
た
が
、
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

と
交
換
で
き
る
足
利
市
金
券『
輝
き

チ
ケ
ッ
ト
』の
発
行
が
今
年
度
で
終

了
に
な
る
た
め
、
お
早
め
に
同
課
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

交
換
期
限　

３
月
29
日
㈮

※
交
換
は
１
千
ポ
イ
ン
ト
か
ら
で
す
。

※
交
換
し
た
金
券
は
12
月
31
日
㈫
ま

で
使
え
ま
す
。

４
月
か
ら
は
…
新
制
度
に
移
行
し
ま

す
。
残
っ
た
ポ
イ
ン
ト
も
使
え
ま
す
。

詳
細
は
未
定
の
た
め
、
改
め
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

最
低
賃
金
の
改
正

　

足
利
労
働
基
準
監
督
署

☎
㊶
１
１
８
８

　

栃
木
労
働
局　
賃
金
室

☎
０
２
８
・
６
３
４
・
９
１
０
９

▼
地
域
別
最
低
賃
金

※
下
表
の
特
定
最
低
賃
金
が
適
用
さ

れ
な
い
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
。

栃
木
県
最
低
賃
金　

８
２
６
円

効
力
発
生
日　

30
年
10
月
１
日
㈪

▼
特
定
最
低
賃
金

　

下
表
の
と
お
り

効
力
発
生
日　

30
年
12
月
31
日
㈪

　業　　　種 時間額
塗料製造業 943円
はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機
械器具製造業 889円

電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業 889円

自動車・同附属品製造業 896円
計量器・測定器・分析機器・試験機・測量機
械器具製造業、医療用機械器具・医療用品製造
業、光学機械器具・レンズ製造業、医療用計
測器製造業、時計・同部分品製造業

889円

各種商品小売業 850円

人権・男女共同参画課・☎ 73８０８０

『女
ひと

と男
ひと

の輝きプラン
２１あしかが』などの取
り組みをさらに進めて
いきます。

　市議会において、「ひと」と「ひと」が輝くまち
宣言が、１２月２１日に決議されました。
都市宣言とは？―　都市の意思や方針、目標な
どを内外に表明するもので、本市では１１番目
の宣言になります。
宣言が目指すものは？―　わたしたちは、この
まちに暮らし集う全ての人が、互いに尊重し、
ともに支え合い、一人ひとりが自分らしく輝き、
心豊かな生活ができる社会の実現を目指します。
　また、性別や年齢に関わりなく、個性と能力
を十分に発揮でき、安全で安心して暮らせるま
ちを目指します。
これからどうするの？―　この都市宣言をきっ
かけとして、『足利市男女共同参画推進条例』や

「ひと」と「ひと」が輝くまち宣言
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※
18
歳
未
満
ま
た
は
65
歳
以
上
の
労

働
者
は
栃
木
県
最
低
賃
金
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

中
退
共
な
ど
へ
の

加
入
促
進
補
助
金

商
工
振
興
課
・
☎
⑳
２
１
５
７

対
象
者　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制

度
や
特
定
退
職
金
共
済
制
度
へ
新
規

に
加
入
し
た
従
業
員
が
い
る
市
内
事

業
所
の
事
業
主

補
助
対
象　

29
年
１
月
か
ら
30
年
12

月
ま
で
の
間
に
新
規
加
入
し
、
か
つ

30
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
末
日
ま
で

に
納
付
し
た
共
済
掛
金

※
掛
金
の
納
付
契
約
に
よ
り
新
規
加

入
と
な
る
起
算
月
が
異
な
り
ま
す
。

※
そ
の
ほ
か
条
件
が
あ
り
ま
す
。

補
助
率　

月
額
掛
金
の
20
％

※
従
業
員
１
人
当
た
り
月
額
１
千
円

を
限
度
。

申
請　

２
月
15
日
㈮
ま
で
に
申
請
書

な
ど
を
持
っ
て
同
課（
本
庁
舎
別
館

２
階
）

※
申
請
書
な
ど
は
同
課
か
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

企
業
立
地
促
進
制
度
の
変
更

産
業
開
発
課
・
☎
⑳
２
１
１
０

変
更
日　

４
月
１
日
㈪

変
更
内
容　
土
地
・
建
物
取
得
費
補
助

▽
補
助
率　
土
地
お
よ
び
建
物
の
固

　

定
資
産
評
価
額
に
１
０
０
分
の
３

　

を
乗
じ
た
額

▽
補
助
期
間　

課
税
初
年
度
１
年

※
詳
し
く
は
同
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

和泉　聡

て
も
結
局
は
人
々
に
わ
か
っ
て
も
ら

え
ず
、
そ
れ
で
も
自
分
を
曲
げ
ず
に

貫
き
通
し
た
、
凛
と
し
た
姿
で
し
た
。 

　

中
国
哲
学
者
の
故
・
金
谷 

治
は
、

孟
子
に
つ
い
て「
世
俗
に
容
れ
ら
れ
ず
、

現
実
の
政
治
的
活
動
か
ら
身
を
退
け

た（
中
略
）が
、
そ
れ
は
決
し
て
単
な

る
敗
北
の
過
程
で
は
な
く
、
一
つ
の

理
想
を
守
り
貫
ぬ
く
歩
み
で
あ
り
、

精
神
の
高
ら
か
な
勝
利
を
歌
う
も
の

で
あ
っ
た
と
し
て
よ
い
」と
書
き
ま
し

た（
１
９
５
４
年
６
月『
東
方
学
』）。 

　

吉
田
松
陰
は
高
杉
晋
作
宛
て
の
手

紙
で「
死
し
て
不
朽
の
見
込
あ
ら
ば

い
つ
で
も
死
ぬ
べ
し
。
生
き
て
大
業

の
見
込
あ
ら
ば
い
つ
で
も
生
く
べ

し
」と
書
き
ま
し
た（
司
馬
遼
太
郎

『
世
に
棲
む
日
日（
四
）』）。そ
の
直
後
、

自
分
の
主
張
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、

安
政
の
大
獄
で
刑
死
し
た
の
で
す
。 

　

批
評
家
の
東 

浩
紀
は
昨
年
５
月

18
日
の
日
経
新
聞
に『
ソ
ク
ラ
テ
ス

と
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
』と
い
う
コ
ラ
ム

を
書
き
、「
人
間
は
論
理
的
で
は
な
い
。

話
し
あ
え
ば
正
し
さ
が
実
現
す
る
わ

け
で
は
な
い
。
す
べ
て
の
政
治
と
哲

学
は
、
こ
の
前
提
か
ら
始
ま
ら
ね
ば

な
ら
な
い
」と
書
き
ま
し
た
。
そ
の

意
味
を
今
、
噛
み
し
め
て
い
ま
す
。 

　

最
近
出
会
っ
た
言
葉
の
中
で
、
最

も
印
象
的
な
の
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が

残
し
た「
何
よ
り
も
大
切
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
た
だ
生
き
る

と
い
う
こ
と
で
な
く
て
、
よ
く
生
き

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」で
す
。 

　

ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
市
民
５
０
０
人

の
陪
審
員
に
法
廷
で
裁
か
れ
、
死
刑

に
な
り
ま
し
た
。
罪
状
は「
神
々
を

認
め
な
い
。
青
年
に
有
害
な
影
響
を

与
え
て
い
る
」と
い
う
、
言
い
が
か

り
に
近
い
も
の
で
し
た
。
友
人
か
ら

盛
ん
に
脱
獄
を
勧
め
ら
れ
ま
す
が
受

け
入
れ
ず
、
毒
杯
を
仰
い
で
死
に
ま

し
た
。
彼
に
と
っ
て
そ
れ
が『
よ
く

生
き
る
』こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。 

　

そ
こ
ま
で
を
振
り
返
っ
て
、
改
め

て
、
西
洋
で
も
中
国
で
も
日
本
で
も
、

後
世
の
人
々
の
心
に
強
い
印
象
を
残

し
た
哲
学
者
や
思
想
家
に
共
通
し
て

い
る
こ
と
が
あ
る
の
に
気
づ
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
ど
ん
な
に
正
し
い
こ

と
、
正
義
に
基
づ
い
た
こ
と
を
唱
え

市長コラム
No.062

よ
く
生
き
る

同センター・☎ 70５８５５

行政サービスセンター
休業日のお知らせ

　アピタ・コムファースト
足利店の休館日に伴い、同
センターも休業になります
のでご了承ください。

休業日　２月２１日㈭


